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外国につながる園児の受け入れをした保育者の気持ち

はじめに
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　定住する外国人が増えている中、日本で生まれる子ど
もの 24人に 1人※が外国につながる子どもです。
　それに加え、乳幼児期に来日する子どもも増えています。

※人口動態統計（厚生労働省 2022)

　保育園・幼稚園は義務教育課程ではありませんが、日本
で長く暮らしていくために幼児期から園を通して社会や
地域の人々とつながっていくことはとても大切です。

　上の漫画は、来日直後の日本の文化も日本語も全くわ
からない外国ルーツの子どもを受け入れた保育者の話で
す。最初この保育者は、外国につながる子どもを受け入
れることを戸惑っていました。しかし、一生懸命に関わりながら、子どもが言葉や習慣に慣れていく様子
を見て、友達ができていくことを嬉しく思い、園でできた友達が小学校に入ってからも外国ルーツの子を
守ってくれる場面を目の当たりにし、園における受け入れの大切さを実感しています。これまでも全国各
地の園で外国につながる子どもの受け入れは行われていましたが、今後はさらに増えていくと予測され、
この漫画のような場面が各地で見られると思います。

　その一方、神奈川県綾瀬市において、かながわ国際交流財団（以下「KIF」という。）が綾瀬市の協力のもと
2022年度に実施した調査によると、3歳以上で保育園幼稚園に入園していない子どもは、外国人幼児（3～ 6
歳の 134人）全体の 41％にも上りました。日本人の 3～ 6歳（1,932人）の未就園は 4.8％だったので、そ
れと比較して 8.5倍にもなることがわかりました。“外国人住民に入園希望の意思がないのでは？ ”と思う
人もいるかもしれません。しかし、KIFが神奈川県からの委託をうけて運営している外国人への情報提供・
相談窓口である「多言語支援センターかながわ」では、外国人からの入園に関する相談を多く受けています。

　例えば、外国人保護者からは次のような相談が寄せられています。

● 非正規で働いているため労働時間が不規則で、入園要件を満たさないため保育園に入れない。
● 入園に関する書類が難しくて書けない。（日本語がわからない・支援者がいない）
● 幼稚園に願書を出したところ、親子ともに日本語ができないことを理由に入園を断られた。

（日本語ができるようになってからまた相談に来てくださいと言われた。）
● 受け入れ側（園の職員）が外国語ができないという理由で断わられた。
● 宗教上の配慮ができないという理由で入園を断わられた。

このような相談のほか、入園したあとの課題など多岐にわたります。

　認可保育園への入園に関して、要件が満たされないのであれば入園できないこともあると思います。し
かし入園できない理由が言語・宗教・人種であったとしたら、外国人保護者はどのように思うでしょうか。
平等に扱われていない、人権が大切にされていないと思うのではないでしょうか。園への外国人の受け入
れに戸惑いがあるかもしれませんが、言語・宗教・人種などを超えて子どもを育てていける環境づくりが
大切です。

　外国人の入園については、園・行政・保護者それぞれの歩み寄りができる環境づくりがあれば変わってく
ると思います。このガイドブックが、園でスムーズに外国人園児・保護者を受け入れることを考えるきっか
けになれば嬉しく思います。

2024年 1月
公益財団法人かながわ国際交流財団

ガイドブックを読んでくださる皆さまへ
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　皆さんの地域には、どんな外国人が暮らしていますか。地域で暮らす外国
人住民の出身国、言語、文化的背景は、仕事や来日経緯などの関係から、各
地域ごとに何かしらの傾向が生まれていることがあります。そしてその傾向
は時期によって変わることがあります。
　工場の多い地域などに労働者として外国人の家族が暮らし始め、定住して
いくのはよくある話です。
　その他にも、同じ国や地域（同郷）の仲間がいる地域だから安心できると
いった理由で外国人住民が増える場合もあります。
　まずは、園がある地域にはどのような外国人が居住していて、どんなお子
さんが入る見込みがあるのか確認しておくとよいと思います。自治体の母子
保健担当課は、居住しているすべての乳幼児を把握していますので、多くの
場合、外国籍の子どもについても学齢期前の状況を把握しています。それを
知ることによって、数年以内にどのような背景の外国人が入園する可能性が
あるのか予測することができます。

　外国人住民の在留理由は人それぞれです。さらに、同じ国・地域の出身者であって
も、言語、文化的背景が異なることがあります。その他、在留資格、日本社会との接点、
日本での（保護者自身や子どもの）就園・就学経験（期間や時期も含めて）、家庭の教
育方針も異なることがあります。
　また、「同じ国・地域出身の人＝その国・地域の主要な宗教を信仰し、主要な言語
を話している人」ではありません。例えば、神奈川県の県央地域に比較的多く暮ら
しているスリランカ人は、スリランカの主要宗教の仏教を信仰したり、主要言語の
シンハラ語を話したりするのではなく、イスラム教を信仰しタミル語を話すことが
多いです。この例のように同じ国・地域の出身であっても、言語も文化も違う場合は、
交わるのが難しいこともあるでしょう。
　また保護者は、自身が母国で経験した保育園・幼稚園のイメージを持っています。
国・地域によって教育制度が異なることがありますし、良い子育てのイメージは異
なります。その他、給食がないこともあります。日本との違いに戸惑うのは当然の
ことです。そうした戸惑いを理解するために、受け入れ前の背景理解は大切です。

　保育園や幼稚園の従来の調査票には項目がないことが多いと思いますが、入園する園児および保護者に次の項目を確認してお
くと、その後の対応がしやすくなります。

● 子どもの背景（どこで生まれたか、来日前の就園状況、来日年齢と滞在期間など）
●  国籍
●  日本の小学校への就学予定
●  家庭内での言語使用状況（家庭で話されている言語の確認）（国籍が日本であっても、両親は外国に

ルーツがあり家庭では日本語を話していない場合がある）
●  両親及び同居家族の話せる言語の確認（例えば、母語以外に英語やその他の言語が話せるか）
●  両親及び同居家族の日本語レベル（習得状況）
●  園児の日本語の習得状況（ただし、入園時に子どもが全く日本語を話せないとして、園での生活を

通じて日本語を覚えていくことが可能です）
●  保護者への連絡方法や緊急連絡先（日本語を話す周りの人や勤務先の情報を含む）
●  配慮事項（宗教、生活習慣、食事など）
●  本名と呼称、保護者本名と呼称

　事前にこれらのことを確認しておく理由は、これからどのような対応が必要とされるのか心構えを持てるようになるからで
す。特に言語面では、外国出身だからといって英語で対応ができれば大丈夫なわけではないため、今後のコミュニケーション
における対応策や工夫を考えるうえでも、情報を把握しておくことが大切です。

受け入れる前の準備
◆ 地域で暮らす外国人住民について知る

◆ 入園する子どもと家族、それぞれの背景を理解しておくことが大切

◆ 受け入れ前の背景理解の具体例

1
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1

Child Survey Questionnaire Confidential 

1
Child name  Male Female 

2 Home address 

 
Nationality  

 
Date of birth   /      /     (year/month/date) 

Home 
phone 

( )  

3 What do you call your child at home?   

4

Can any of your family members at home speak Japanese? Please check all that apply. 

Father  Mother Grandparents  Siblings Aunt/uncle Other  None 

5

Can any of your family members at home read Japanese? Please check all that apply.  

Father  Mother Grandparents  Siblings Aunt/uncle Other  None 

6
Birthplace Japan  Other country 

7
Date of arrival in Japan 

      /     /     (year/month/date) 
8

What language does your child speak at home? Please check all that apply. 

Language 

spoken to:  Native Language  Japanese 
Other 

language 

(Please specify language) 

father 

mother 

siblings 

others 

9

Does your child have allergies? If so, please check all that apply. 

9-1 
Allergy   Atopic dermatitis  Allergic rhinitis  Hives Asthma 

 Medicine  Other 
9-2  
   Food  Eggs   Wheat    Soba noodles  Peanuts   Milk   Shrimp/Prawns  Crab   Other  

 

2

10  
Health insurance (circle one)     National Health Service    Social Health Service  

 
Cooperative insurance program Other 

11 Name of insurance holder 12 Insurance card number 

13   
Family structure and emergency contacts. 

Name Relationship Priority 
order to 
contact 

Name of work place or 
school and phone 

number 

Cell phone  
number 

14

Please draw a simple map of the area around your home (Specify nearby landmarks) 

North 

15

From day care to 

workplace 
km mins Transport method  

16

From day care to home km mins Transport method  

17 Person who 

will bring and pick up 

child 

Will bring child:   Father   Mother   Other  

Will pick up child:  Father  Mother   Other 

English

Nursery Handbook  
for parents and children with foreign backgrounds 

Hoikuen (Nursery) 

 

2014 Kanagawa International Foundation 

2023 12  

中国語

ポルトガル語

英語

韓国・朝鮮語

スペイン語

カンボジア語

タガログ語

ベトナム語

タイ語

ラオス語

中国語

スペイン語

カンボジア語

タガログ語

ベトナム語

ラオス語

ポルトガル語

英語

ネパール語

　外国につながる子どもを受け入れる前に背景を確認するための、「児童調査票」を多言語（日本語併記）で
用意しています。入園前の背景理解のための参考資料としてご活用ください。

ここで紹介する資料は KIFが運営する「外国人住民のための
子育てサイト」にてダウンロードできます。

https://www.kifjp.org/child

園からの事前の情報提供の大切さ
　子どもを日本の保育園・幼稚園に初めて入園させる保護者にとっ
て、いろいろなルールがわからないことがあります。また、園その
ものについてわかっていない場合もあります。
　入園説明会の際には、多言語資料などもできるだけ活用しながら、
きちんと園について知ってもらうことが必要です。
　幼稚園などにおいては、制服の夏服・冬服などがあり衣替えの時
期などもあると思います。衣替えという文化がない国もあります。
例えば、入園式には夏服もしくは冬服で出席すべきか、自由に選択
できるかなど、きちんと伝えておくことが大切です。

　また、ルールだけではなく、親のかかわり方なども、自分の国で
の経験しかない場合は、勘違いや誤解が生まれるかもしれないので、
事前に伝えておきましょう。

資料の紹介

児童調査票

外国につながる親子のための入園のしおり

https://www.kifjp.org/child/
supporters#chousa

https://www.kifjp.org/child/
supporters#shiori
9言語（日本語併記）
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2
「水筒にお水かお茶を」と言われても…

日本の当たり前がわからないこともある
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写真を使った持ち物リストの一例（ベトナム語併記）

おむつ
Tã lót
名前（なまえ）を書（か）いてください
Hãy ghi tên vào 

お尻（しり）拭（ふ）き
Giấy ướt lau mông
布袋（ぬのぶくろ）に入（い）れて
ください
Hãy ghi tên vào 

ビニール袋（ぶくろ）
Túi nilôn

名前(なまえ）を書（か）いてください
着替え袋（きがえぶくろ）の中（なか）
にいつも入（い）れておく
Hãy ghi tên vào. Thường xuyên bỏ 
thêm túi nilôn trong túi đựng quần áo

「外国につながる親子のための入園のしおり」より（p.5）

　日本の保育園や幼稚園でのルールや持ち物に
ついては、日本特有なことも多く、他の国・地
域の常識とは異なることがあるため、説明を追
加する必要がある場合があります。

　例えば、子どもに水筒を持たせる習慣がない
国・地域は少なくありません。また、水筒の購
入に経済的な負担感を感じる場合もあるため、
準備に戸惑う保護者も多いそうです。また、「水
筒を持ってきてください」という連絡だけでは、
飲み物を入れて持たせるのか水筒だけ持たせ
ればよいのか、飲み物を入れる場合は何を入
れるのかわかりません。「お茶か水」との指示
があっても、その「お茶」は紅茶、緑茶、麦茶
のどれが望ましいのかといった判断は難しい
でしょう。

　左の漫画は「水筒にお水かお茶を入れてきて
ください」と園から言われたときのエピソード
です。実際に日本に住む外国人保護者にきいた
ところ「お茶とはカフェインが入っていて苦いも
の。子どもが飲むものではない」という反応が
まっさきに返ってきました。日本では古くから

ルールや持ち物について
夏には「麦茶」を飲むという習慣があります。麦
茶にはカフェインが入っておらず無糖であり子
どもでも飲める、と暗黙の了解のように知られ
ています。しかし、他の国・地域から来た保護者
には、「茶」という言葉とカフェインがつながる
イメージが強く、理解ができなかったようです。
　このようなときには、水筒の中身を入れてく
るのか、入れてくるのであれば何を入れてくる
のか明確に伝えることが大切です。
　お茶については一例ですが、ルールや持ち物
について説明するときは、文化の異なる人でも
わかるように説明を工夫すると良いと思います。
例えば、写真をつけたり、現物を見せるのはい
い方法です。



8

3
何語で保育したらいいの？

園児とのコミュニケーション
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　外国につながる園児を受け入れるとき、
どのような言葉で接したらよいのか迷っている
保育者は多いようです。

日本語で生活する機会を提供し
日本社会の第一歩を見守る

　保育者が日本語で丁寧に言葉を話しかけること
によって、日本語が母語でない子どもにとっても
物事の理解が促されることがわかっています。ま
た、日本語で答えて褒められると自己肯定感の向
上につながります。
　たとえ、日本語が全くできない子どもが入園し
ても、園において保育者が積極的に日本語でかか
わり、話しかけていれば、数か月後、子どもはど
のような行動が求められているか理解できるよう
になることが多いようです。園での生活は子ども
たちにとって日本語や日本社会を学ぶ大切な機会
です。十分に機会を提供しましょう。日本語を習
得する過程で外国につながる子どもが無言になっ
たり言葉数が少なくなる時期がありますが、その
ときもたくさん話しかけてあたたかく見守ってく
ださい。
　また、両親ともに英語が通じるため、その子
にも英語が通じるかもしれないと思い、日本語
と英語を混ぜて話していると、それを聞くことで、
その子の日本語の言語発達やその後の小学校で
の学習等に課題が生じることがあるかもしれま
せん。左の漫画でも、英語の「ネーム」という単
語はわかっているかもしれませんが、英語が母
語ではない場合、それ以上の英語がわからない
ことも多いようです。3年間、園の中で日本語を
たくさん話をしていたおかげで、就学時には話
し言葉には困らなかった外国につながる子ども
も多くいます。
　言葉がまだ理解できない日本人の乳児と話すと
き、「どうせわからないから」と思って無言で保
育をしないのと同じです。日本語がわからない子
どもにとって、園での生活は今後日本社会とつな
がる最初の一歩。大切な時なのです。日本語でた
くさん話しかけることが大切です。

園児の母語の発達

　幼児の発達段階を考えると、園児の母語も完璧
ではありません。保護者の言葉がわかるようにな
るには、家庭において保護者は保護者の得意な言
葉（たいていの場合は母語）で子どもに話しかけ
る必要があります。そのことによって、子どもと
親の親密性が増し、子どもは物事を深く理解でき
るようになります。保護者にはぜひ「家庭で母語
でたくさん話してください」と伝えてください。
その発達は、その後就学後の学習能力の向上の手
助けになります。そのため、保育者が日本語を得
意としない親に家で日本語を話すようにお願いす
ることは避けましょう。
　また、母語で伝えれば理解できるのではない
かと、園児に対して翻訳アプリ（機械翻訳）を使
う園もあるようですが、場面によっては機械を
使った対応を避けたほうが良いと思います。翻訳
アプリは、通常、大人が使う言葉で変換されるた
め、（たとえ、子どもがその単語を理解できても）
必ずしも幼児に適した言葉遣いではない場合が
あります。
　もうひとつ付け加えると、まだ両言語が未熟な
園児に通訳を依頼しないほうがいいです。日本語
を習得している途中の子どもに負担をかけること
になってしまいます。
　保護者へのコミュニケーションにおいては、通
訳や翻訳アプリ（機械翻訳）などを活用ことは構
いません。伝えることにおいては様々な工夫をし
ていくことが大切です。保護者とのコミュニケー
ションについては次の頁でお話ししていきます。
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4
外国人保護者は透明人間？

保護者とのコミュニケーション（会話編）
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　日本語での会話が難しい保護者とのコミュニ
ケーションに大変さを感じている保育者は多いよ
うです。
　左の漫画に登場する母親は、園にお迎えに行っ
たのにもかかわらず、日本語ができないというこ
とで、自分の子どもとお友達とのアクシデントに
ついて先生から伝えてもらえませんでした。おで
こがぶつかった相手側の子どもの保護者にはきち
んと説明されているのに、何も伝えられず、その
場にいない自分より日本語ができる夫に電話で伝
えられたため、「透明人間になったみたい」と、と
ても悲しい気持ちになりました。言語では伝わら
ないかもしれませんが、人と人との間には非言語
コミュニケーションで伝わること、伝えられるこ
とがあります。保育者側で「日本語がわかるお父
さんに電話すればいいか？」という結論を出す前
に、「お母さんにどのように伝えたらよいのか」を
考えて、まずは簡単な日本語でコミュニケーショ
ンをとってみてください。

こんな時どうする？

園   吐いたので迎えに来てください。

親   はいた？歯が痛い？

園   そうでなくて、ゲーした。もどした。

親   ゲームした？ちょっとわからない。

園   今すぐ迎えに来てください。

親   今無理、これから仕事

園   いや、困ります。

事前の防止策
子どもが「病気・けが」などと園から連絡があっ
たら必ず迎えに来るように約束をしておく。園の
ルールだということを説明会などで伝えておく。

はじめにできること
やさしい日本語を試す（言い換える）
例）〇〇くんは病気です。食べたものを口から

たくさん出しました。〇〇園にすぐ来てく
ださい。

やさしい日本語が難しいとき
翻訳機で訳して音を聞かせる
例：Đứa trẻ ném lên.

それでも通じないとき
市町村の外国人相談窓口や「多言語支援セン
ターかながわ」に連絡。活用するには事前に活
用の仕方を調べておくことが必要。
※「多言語支援センターかながわ」は電話通訳可

→「いざというときのコミュニケーション」
を参照（p.14）

　日本語で伝えた場合、保護者は細かい部分はわ
からないかもしれません。でも、この子とこの子
がおでこがぶつかったという部分はジェスチャー
を交えて伝えることができると思います。詳しく
伝わらなかった場合、詳細については、あとから
日本語のわかる父親に伝えればよいと思います。
また、保護者とのコミュニケーションにおいては、
翻訳機で伝えたいことを訳してから見せたり、電
話による通訳サービスなども活用できるかと思い
ます。（p.14を参照）

　保護者との日々のコミュニケーションは挨拶か
ら始めることが大切です。
　「おはようございます」と日本語で話すことはも
ちろんのこと、その方の言語でも挨拶ができたら
とても喜ばれると思います。大人になってから来
日した場合、日本語を習得するのはとても難しい
ことがあります。日本に長く住んでいても、日本
語があまり理解ができない方もいます。
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5
テクノロジーを使うためにも「やさしい日本語」

保護者コミュニケーション（書面編）

※このマンガ内でアプリの画面は日本語の上に日本語が出ていますが、実際の翻訳アプリでは保護者のわかる
　言語で翻訳文が出ます。
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2023年の遠足のお知らせ2023年の遠足のお知らせ2023年の遠足のお知らせ
どきどき保育園

園長 山田太郎
  晴れのとき

1　とき      2023 年 7 月 10 日（月）　午前１０：００から午後 1:00 

2　ばしょ   わくわく公園 

3　服（ふく） こども：体操着、帽子　★ちゅーりっぷ組は　保育園の帽子 

　　　　　　　おとな：動きやすい　服と靴　★こどもと　一緒に　遊びます 

4　持ってくるもの　  弁当、汗をふくタオル

　　　　　　　　　　　★おやつは　保育園が用意します。（持ってこないでください）

● 午前 10:00 に　わくわく公園の　汽車ポッポ広場に　集まります。 

● 入口で　保育園の　名前を　言えば　入れます。 

● おやつのことで　気をつけることが　あったら　７月３日までに　連絡帳で　教えてください。 

翻訳アプリ
使用例

日本語

JPN

● At 10:00 a.m., we will gather at the Steam 　

　Poppo Square in Wakuwaku Park. 

● If you say the name of the nursery school at 

　the entrance, you will be admitted. 

● If there is anything to be careful about 　

　regarding snacks, please let us know in the 

　contact book by July 3rd. 

● 午前 10:00 に　わくわく公園の　汽車ポッポ広場に

　集まります。 

● 入口で　保育園の　名前を　言えば　入れます。 

● おやつのことで　気をつけることが　あったら　

  ７月３日までに　連絡帳で　教えてください。 

在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン
（出入国在留管理庁・文化庁）
https://www.moj.go.jp/isa/support/portal/
plainjapanese_guideline.html

　日本語を読むのが難しい外国人保護者に
とって、園からのお手紙を読み解くのはとて
も大変です。
　園側にとっても毎回のお手紙を翻訳するのは
とても手間がかかり、保護者の言語に合わせて
何言語にも翻訳する手間をかけるのは、通常の
業務に加えて新たな負荷がかかるので大変なこ
とになってしまします。
　近年はテクノロジーの発達によって、テキス
トデータがあれば、簡単にスマホや PCなどで
翻訳をすることができるので、とても便利にな
りました。紙面を画面にかざすだけで翻訳でき
るアプリなどもあるため、日本語が苦手な外国
人保護者であっても概要がつかめるようになっ
たと聞きます。
　しかし、こちらの漫画のように、元の日本語
が季節の挨拶からはじまり、文章の構成がわか
りにくかったりすると、主旨を理解できないこ

こちらは機械翻訳の一例です。翻訳文は必ずしも完
ぺきではありませんが、大まかな内容は理解できる
レベルであることが多いです。
また、固有名称（公園の名前など）は意図しない形
に訳される場合があるので、場所の名称などは確認
できるようにしておくと良いでしょう。

とがあります。また、翻訳アプリの特性から手
書き文字は認識されないこともあります。

　翻訳ツールを使う保護者にも、少し日本語が
わかる保護者にも、とても役に立つのが “やさ
しい日本語 ”です。やさしい日本語の作り方は、
出入国管理庁と文化庁が作成した「在留支援の
ためのやさしい日本語ガイドライン」などにも
書いてあります。日本語が母語ではない外国人
などにもわかりやすい日本語です。
※漫画では、アプリを使用するとき読み仮名が被って

見えてしまうことをお伝えしましたが、平仮名を読
める保護者においては、読み仮名がついたお手紙が
情報の理解を助けてくれます。

翻訳ツールの活用
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VoiceTra
国立研究開発法人情報通信研究機構
先進的音声翻訳研究開発推進センター

https://voicetra.nict.go.jp/

いざというときのコミュニケーション
　保護者とのコミュニケーション（会話・文面）における工夫について前にご紹介してきましたが、そ
れらの工夫や “やさしい日本語 ”には限界があります。正確に伝えなければならないことや、保護者か
ら細かく聞き取りが必要なことは、「多言語支援センターかながわ」などの外国語に対応できる窓口の
活用をしてみるのも大切です。

　保育園・幼稚園によっては、日本語ができる保護者の友人・
知人に通訳を頼む場合があるようですが、知人・友人などの通
訳には翻訳の正確性や負担の大きさなどさまざまな面で課題
があります。保育者が伝えたことをすべて訳されていない場合
や、通訳者の意見を付け加えて通訳され大きなトラブルになる
ということもあります。大切な場面のコミュニケーションには、
できるだけ通訳サービスなどを使うと良いと思います。

　前頁でも紹介した通り、翻訳通訳アプリも活用の仕方によっては
とても役に立つツールです。
　先に紹介したカメラをかざす翻訳アプリのほか、国立研究開発法
人情報通信研究機構の作成している VoiceTraというアプリもありま
す。会話のなかでこの単語や文章はその方の言葉で伝えたいという
ときに利用すると便利です。

　多言語支援センターかながわでは 15分程度の電話通訳が可能です。対応言語の曜日を確認し利用し
てみてください。

TEL：045–316–2770
https://kifjp.org/kmlc

　通訳・翻訳アプリ

　多言語支援センターかながわ

いざというときの場面の例

● お友達とのトラブルが発生したとき
● 病気や大きな怪我など医療機関につなげることが必要な時
● 納入金の不足など、金銭に関わるとき

6
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いざというときのための備え
　子どもが病気や怪我をしたとき、または地震や自然災害などのときは、どのようにすれば外国人保
護者に情報を伝えられるか考え、事前に多言語資料などを準備しておくと安心です。

　かすたねっと（帰国・外国人児童生徒教育のための情報検索サイト）

（制作：文部科学省）

● 災害時の多言語支援情報サイト
 　（かながわ国際交流財団）
　 https://www.kifjp.org/disaster/

● 多言語情報サービス   INFO KANAGAWA（8言語）
 　（かながわ国際交流財団）
　 https://www.kifjp.org/infokanagawa/

https://kifjp.org/medical/

https://casta-net.mext.go.jp/

　多言語医療問診票（23言語 11診療科目）
（制作：NPO国際交流ハーティ港南台＆公益財団法人かながわ国際交流財団）

　「かすたねっと」は、帰国・外国人児童生徒教育のために文部科
学省が提供する情報検索サイトです。外国につながる児童・生徒の
学習や活動を支援するための情報検索を行うことができるのです
が、「文書検索」をクリックすると出てくる資料の中には、大切な
ことを多言語化しているものがあります。例えば、「届出・証明書」
の分類にある「登校許可証明書」のような多言語資料は、保育園・
幼稚園でも活用できますので参考として紹介します。

　災害時にはこちらのサイトで情報を発信します。
防災に役立つ情報もまとまっています。

　毎月3回程度、外国人住民向けの生活情報を多言語でメール配信
しています。災害時にも役立つ情報を発信します。災害に備えるた
めにも、保護者に登録を促してみてください。

　多言語医療問診票は、日本語が難しい外国人が、病気やけがを
したときに、その症状を母語（またはわかる言語）で医師などに伝
えらえるように制作されたものです。11診療科目、23言語で用意
していますので、子どもが病気やけがなどで病院にかかるときに
活用できます。

　災害時など
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7
うわばきは難しい…

日本特有のもの、言葉にしないとわからない文化
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　この漫画は、日本の特有のものについてのエ
ピソードです。そして言葉にしないと伝わらな
い文化・習慣についてのエピソードでもありま
す。日本で育った人にとっては、「上履きを持っ
てくる」「上履きは週末に持ってかえる」とい
うのは「あたりまえ」かもしれませんが、その
経験がない保護者にとってはその「あたりまえ」
が全く想像できないことがよくあります。例え
ば、園や学校で上履きを使用する国や地域はほ
とんどありません。

　最初に少し触れましたが、保護者の立場から
見ると次のふたつのことがわかりません。

１．上履きとはどのようなものか
２．金曜日に上履きを持って帰り、月曜日に　
　　持ってくる理由　　

　１の上履きに関しては、「室内履き」を使う
国もありますが、それは日本の「上履き」とは
異なる形態のものも多いです。漫画の母親が
言っているとおり、スリッパだったり、真新し
いスニーカーだったり、その文化によって大き
く異なります。
　このように「必要なもの」がイメージできな
い場合は、実物を見せたり、売っている場所を
教えると親切です。

　２の「上履きは金曜に持って帰って月曜日に
持ってくる」に関しては、日本では持って帰っ
たら洗うという暗黙の了解があることを伝えき
れていないと思います。
　例えば、「金曜日に持って帰って、月曜日に
持ってくること」と説明をしても、多くの場
合、「洗ってくるもの」とは理解されてません

（洗わないでそのまま持ってくる、なぜ自宅に
持って帰らなければならないか理解していな
い）。また、買い替えの頻度について悩む保護
者も多いようです。

　日本において「あいまいな」コミュニケーショ
ンが成立するのは、日本人の多くが、会話の相
手と細かいレベルで生活上の情報（=文脈、コ
ンテクスト）について、（あえて言葉にせずに）
共有できているため（文脈に依存した会話をし
ているため）です。これを、「高コンテクスト
文化」とも呼びます。
　他方、「低コンテクスト」な文化とは、コン
テクストより言葉のやりとりを重視する習慣で
す。例えば、様々な言語、民族、文化的背景を
持つ人々がその成り立ちに大きな影響を持って
いる国・地域では、言葉で明確に説明する必要
があったため、「低コンテクスト」な文化が醸
成されてきたとも考えられています。
　言葉にして細かく説明することも文化の違い
の一つであることを理解して、今後外国人保護
者によってはそのような説明の必要がある文化
から来ている人もいるのだということを気に留
めて、伝えるとお互い誤解が少なくて済むと思
います。
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8 多文化共生にむけて
「おはよう！」からはじめよう
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　外国につながる子どもを受け入れるということは、異なる言語、
文化、宗教背景を持つ人たちを受け入れるということです。

● 宗教
　日本には様々な宗教の人たちが暮らしています。例えば、イスラーム教徒
の子どもを受けいれる際は、食事や服装などへの配慮などが必要です。特に
食物については、禁忌（タブー）とされる物があり、よく知られているとこ
ろでは豚肉、酒類（アルコール）が挙げられます。そして、それらを含む加
工食品（ゼラチン、コンソメ、みりんなど）なども避けられます。
　イスラム教徒であっても、出身国、地域、宗派、個人の考え方によって
生活習慣は微妙に異なるため、各家庭への確認が大切になります。イス
ラームの子どもたちを理解するためにという冊子を KIFが作成しているの
でこちらも参考にしてみてください。
　その他、ヒンズー教の場合は牛肉が禁忌とされています。宗教による
違いと注意すべきことを事前に保護者と話し合うことが必要です。

● 文化
　文化上の違いについても保護者から配慮を求められる場合があります。例えば、生まれてすぐにピアスの穴を開けるこ
とが重要な意味を持つ文化があります。ピアスを外すように求めても（着用の禁止を説明しても）、幼い頃からピアスをす
ることが重要な意味を持つ場合、保護者から断られることがあるかもしれません。また、禁忌は文化によって異なるため、
子どもの頭を左手で触る、左手で食べ物を渡すといったことがとても嫌がられる場合があります。

　「日本語ができない保護者には懇談会の声掛けがされない」という話を
外国人の保護者の嘆きとして聞くことがあります。その理由としては、「来
ていただいても日本語がわからなくて、かわいそうだとと思うから」「こち
らがケア出来ないから」といったことだという説明を保育士から受けたこ
とがあります。これは公平性の観点から考えると差別に当たってしまうの
で注意してください。
　また、最近は「マイクロアグレッション」という言葉が理解されるように
なってきました。小さな、微細な、軽微な（=マイクロ）、攻撃性（=アグレッ
ション）という意味です。言葉を口にした本人に、相手を差別したり、傷
つけたり、攻撃したりする意図がある・ないにかかわらず、対象となった
相手（個人や集団）を軽視したり、侮辱するメッセージを含んでいて、相
手に（心理的な）ダメージを与えてしまう言動のことを指します。

　例えば、どうせわからないでしょという態度や、逆に見た目だけで「外国人」と判断し「外国人なのに日本語上手ですね」
と言ったり、日本語ができないと勝手に推測して英語で話しはじめることもマイクロアグレッションとして考えられてし
まう場合があリます。差別をしようと思っていないのにその言動が人を傷つけてしまうのです。
　〇〇人はこうだなどと決めつけるステレオタイプもとても良くないことです。

　多文化共生社会は、これからも進んでいくと思います。これは日本だけでなく、世界で進んでいます。
　ここまでいろいろな視点でお伝えしてきましたが、“笑顔で挨拶 ”から行動を始めるのはいかがでしょうか？　そして、人
それぞれの出来ることを理解し、お互いを尊重し、それぞれの文化のよいところを理解できるといいと思います。
　これからの社会を生きていく子どもたちにとって、クラスに違う文化の友達がいると視野が広がります。それぞれ異な
る考え方があるとわかると、考えが深まります。同級生に多様な人たちがいるということは、とても大きなメリットとし
てとらえられるのではないかと思います。

宗教上・文化上の配慮

差別、偏見、ステレオタイプ、マイクロアグレッション

お互いを良く知るために
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